
「熱中症対策」、「災害対策」自動販売機を設置します 

           を  

        動をす    、
         を      

          
           ます 

                                      

               

自販機販売例 

目 的  適切な水分補給や処置を行うことができる環境 整備 

     は、  前に適切な水分補給を行うとともに、必要 応じて  や塩      

き 環境を整え、活動中や終了後  適宜  を行うこと等 適切 措置を講ずることが大切です 

氷丘 学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校に必要な飲料は家から持参することを原則とし、自動販売機を利用するのは持参

した飲料が不足したときだけにしましょう。 

  

２ お金の貸し借りやおごったりおごってもらったりは絶対 NGです。自分の分は自分で

買いに行ってください。また、自分で買ったものは自分だけで飲み、友達に分け与え

たり、お金を出し合って複数人で共有したりするのもやめましょう。 

 

３ お金は自分で責任をもって管理する、必要以上のお金は持ってこない、移動の際は 

教室を施錠する、名前を書いたりペットボトルホルダーを持参したりして取り違え 

ないようにするなどトラブルを未然に防ぐ意識をもちましょう。 

 

４ 購入可能な時間は指定しませんが、授業などの優先事項や時計を見て、利用する時 

間を考えましょう。 

 

５ ポイ捨てや飲み歩きはしないなどマナーを守って使用しましょう。ゴミは自動販売 

機横の回収 BOXに入れるか、持ち帰るようにしましょう。 

販売商品（大塚製薬） 

ポカリ、イオンウォーター、ボディメンテドリンク、OS 等 

あ ま  、熱中症から 
生徒を守 ため 商品群 

販売価格を定価より 30 円 程度低価格に 

※災害対応型自販機 す 

利用 ルール（氷丘中学校生徒会） 


